
                               

抜
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近
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特
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特
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都
府
の
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分
類
比
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第
３
章 

資
料
編 

参
考
情
報 



人
間
は
考
え
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
課
題
に
直
面
す
る
た
び
に
、
人
間
は

ど
う
し
た
ら
課
題
を
解
決
で
き
る
か
を
考
え
ま
す
。
多
く
の
失
敗
と
わ
ず

か
な
成
功
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
人
間
は
技
術
革
新
を
生
み
出
し
、
社
会

や
経
済
、
文
化
を
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。 

  

ネ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
技
術
革
新
の
証
し
で
あ
る
特
許
情
報
に
着
目
し
て

い
ま
す
。
特
許
制
度
は
、
発
明
を
公
開
す
る
代
償
と
し
て
出
願
人
に
独
占

権
を
与
え
、
公
開
さ
れ
た
発
明
を
別
の
人
が
見
る
こ
と
で
新
し
い
技
術
革

新
を
促
し
産
業
振
興
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
性
質
を
持
つ
特
許
情
報
は
、
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
て
技
術
が
進
化
し

た
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
、
文
化
的
知
的
資
産
で
あ
り
社
会
的

技
術
資
産
で
す
。
ネ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
特
許
情
報
に
盛
り
込
ま
れ
た

発
明
者
の
思
想
を
知
恵
の
情
報
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た

な
創
造
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
明
治
18

（
１
８
８
５
）
年
の
専
売
特
許
条
例
公
布
後
に
発
行
さ
れ
た
、
明
治
時
代
の

特
許
明
細
書
約
2
万
2
千
件
を
収
集
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

本
シ
リ
ー
ズ
は
、
ネ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
収
集
し
た
明
治
時
代
の
特
許
明
細

書
を
基
に
、
地
域
の
発
明
に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。
明
治
時
代
を
、
封
建

制
度
終
焉
後
の
混
沌
期
を
経
て
近
代
国
家
が
確
立
す
る
ま
で
の
過
渡
期

の
時
代
「
近
代
化
へ
の
夜
明
け
前
」
と
し
て
と
ら
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

時
代
の
発
明
を
地
域
別
に
見
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
化
を
迎
え
る

ま
で
の
日
本
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
本
シ
リ
ー

ズ
刊
行
に
当
た
り
、
ネ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
一
件
一
件
の
特
許
明
細
書
に

記
載
さ
れ
て
い
る
発
明
者
ま
た
は
特
許
権
者
の
住
所
を
調
べ
、
都
道
府
県

別
に
整
理
し
ま
し
た
。
発
明
者
ま
た
は
特
許
権
者
の
住
所
が
、
大
都
市
で

あ
る
東
京
と
大
阪
に
な
っ
て
い
る
発
明
は
、
明
治
全
体
約
2
万
2
千
件
の

う
ち
約
6
千
件
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
か
は
全
国
各
地
の
発
明
者
が
生

み
出
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
稲
作
や
水
産
加
工
な
ど
そ
の
土
地

の
気
候
風
土
や
風
習
に
密
着
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
発
明
や
、
織
物
や
養

蚕
な
ど
の
地
域
産
業
に
関
わ
る
発
明
な
ど
、
地
域
の
特
性
が
発
明
に
表
れ

て
い
ま
す
。 

  

は
じ
め
に 

   

明
治
の
発
明
に
は
、
日
本
的
な
生
活
文
化
が
色
濃
く
表
れ
る
生
活
用
品

の
発
明
と
、
機
械
化
の
初
歩
的
段
階
の
発
明
と
が
混
在
し
て
い
ま
す
。
実

現
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
技
術
や
、
技
術
的
に
あ
り
得
な
い
発
明
品
も
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
現
在
で
は
当
た
り
前
の
技
術
や
製
品
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ

に
至
る
ま
で
に
は
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
試
行
錯
誤
や
失
敗
、
改
良
が

積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、

大
胆
で
生
き
生
き
と
し
た
図
面
、
明
細
書
に
書
き
こ
ま
れ
た
文
章
か
ら
、

荒
削
り
で
技
術
的
な
未
熟
さ
や
珍
奇
性
は
あ
る
に
し
て
も
、
好
奇
心
あ
ふ

れ
た
挑
戦
意
欲
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
情
熱
と
い
う
点
で
は
、
都
市
に
住
む

発
明
者
も
地
方
に
住
む
発
明
者
も
同
じ
よ
う
に
熱
い
の
で
す
。
創
業
に
つ

な
が
る
著
名
な
発
明
者
だ
け
で
な
く
一
般
の
発
明
者
も
多
く
、
自
ら
が
新

た
な
創
造
を
担
う
の
だ
と
い
う
気
概
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
も
っ
と
も
、
著

名
な
の
か
無
名
な
の
か
は
後
世
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
本
シ

リ
ー
ズ
で
は
あ
ま
り
重
視
し
て
い
ま
せ
ん
。
明
治
に
生
き
た
発
明
者
達
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
情
熱
を
か
け
て
発
明
を
生
み
出
し
た
こ
と
は
事
実
で

あ
り
、
そ
の
勇
気
あ
る
挑
戦
の
証
し
を
特
許
情
報
を
通
じ
て
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

人
々
の
挑
戦
の
証
し 



   

専
売
特
許
条
例
が
公
布
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
１
３
０
年
に
な
り
ま
す
。
明

治
か
ら
約
一
世
紀
を
経
た
二
十
一
世
紀
の
現
代
、
私
た
ち
の
社
会
は
大

き
な
変
換
点
を
迎
え
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
や
環
境
問
題
、
大
量
消

費
型
か
ら
質
重
視
の
生
活
へ
と
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
は
大
き
な
変

わ
り
目
を
見
せ
始
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変
換
点
に
お
い
て
は
、
今
ま

で
の
延
長
線
上
の
対
応
で
は
必
ず
し
も
問
題
を
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

誰
か
が
正
解
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

現
代
に
お
け
る
「
次
世
代
へ
の
夜
明
け
前
」
の
状
況
は
、
明
治
に
お
け
る
「
近

代
化
へ
の
夜
明
け
前
」の
状
況
と
重
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
明
治
の

発
明
は
、
新
し
い
創
造
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
私
た
ち
人
間
だ

け
だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
機
械
に
は
な
い
人
間
の
知
恵
で

す
。
私
た
ち
は
、
先
人
の
た
ゆ
ま
な
い
努
力
と
情
熱
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

た
知
恵
の
連
鎖
・
蓄
積
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
は
、

先
人
の
偉
大
な
知
恵
の
バ
ト
ン
を
受
け
継
ぎ
、
私
た
ち
自
身
が
新
た
な
価

値
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
世
代
へ知
恵
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

 

ネ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
本
シ
リ
ー
ズ
を
通
じ
て
、
新
た
な
創
造
に
挑
戦
す

る
す
べ
て
の
人
た
ち
が
、
情
熱
と
勇
気
を
得
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。 

  

   

本
シ
リ
ー
ズ
は
各
県
別
に
発
刊
し
、
各
県
は
三
つ
の
章
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

第
１
章
で
は
、
明
治
の
特
許
制
度
や
特
許
分
類
を
紹
介
す
る
と
も
に
、
明

治
に
生
ま
れ
た
発
明
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
特
許
件
数
の
推
移

や
特
許
分
類
別
の
件
数
な
ど
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。 

第
２
章
で
は
、
各
地
域
の
発
明
に
焦
点
を
当
て
、
各
地
域
で
生
ま
れ
た
発

明
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
特
許
件
数
の
推
移
や
特
許
分
類
別
の

件
数
、
発
明
者
な
ど
の
書
誌
的
事
項
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。 

第
３
章
で
は
、
各
地
域
の
発
明
を
特
許
分
類
別
に
分
け
、
特
許
明
細
書
の

全
文
を
掲
載
し
ま
す
。 

次
世
代
へ知
恵
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ 

本
書
の
構
成 



明
治
の
特
許
分
類
を
紹
介
す
る
と
も
に
、
明
治
時
代
に
生
ま

れ
た
特
許
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
特
許
件
数
の
推

移
や
特
許
分
類
別
の
件
数
な
ど
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。 

 

  

第

1
章 

 
明
治
の
発
明
と
特
許
分
類 



   
明
治
時
代
の
特
許
情
報
（
特
許
明
細
書
）
を
見
る
と
、
特
許
番
号
、
特
許

分
類
、
発
明
の
名
称
、
発
明
者
氏
名
な
ど
の
書
誌
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
（
明
治
時
代
の
特
許
明
細
書
の
体
裁
は
一
様
で
は
な
く
、
特
許
番
号

や
特
許
分
類
が
記
載
さ
れ
て
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）
。
特
許
分
類
に
つ

い
て
は
「
第
○
○
類
」
と
番
号
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
許
分
類
の

番
号
が
何
の
項
目
を
表
し
て
い
る
か
書
面
を
見
た
だ
け
で
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
特
許
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
最
新
の
特
許
情
報
を
検
索
す
る
こ
と

を
主
目
的
と
し
て
い
る
の
で
、
現
行
の
特
許
分
類
表
を
参
照
す
る
こ
と
は

可
能
で
す
。
し
か
し
、
百
年
以
上
前
の
明
治
時
代
の
分
類
表
に
関
す
る
情

報
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
前
述
の
よ
う
に
、
日
本
がIP

C

の
適

用
を
始
め
た
の
は
１
９
７
７
年
で
す
の
で
、
当
時
は
日
本
独
自
の
技
術
事
情

に
基
づ
い
て
特
許
分
類
表
が
作
成
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
す
。 

 

明
治
の
特
許
分
類
を
探
す
過
程
で
、
特
許
庁
図
書
館
に
明
治
時
代
に
発

行
さ
れ
た
４
冊
の
特
許
公
報
目
録
を
見
つ
け
ま
し
た
。
古
い
本
を
コ
ピ
ー
し

て
製
本
さ
れ
た
資
料
と
し
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
し
た
。
こ
れ
ら
の

資
料
か
ら
明
治
の
分
類
数
と
分
類
項
目
名
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
掲

載
さ
れ
て
い
る
書
誌
事
項
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

下
記
に
、
各
資
料
か
ら
わ
か
る
分
類
数
と
一
覧
で
き
る
書
誌
事
項
に
つ
い

て
ま
と
め
て
み
ま
す
。
な
お
、
本
書
で
用
い
た
特
許
分
類
は
、
明
治
42
年
2

月
特
許
局
発
行
『
特
許
発
明
分
類
総
目
録
』
に
基
づ
く
特
許
分
類
１
３
６

類
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
く
明
治
時
代
の
特
許
分
類
表
の
詳
細
は
、
巻
末

の
参
考
情
報
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

  

明
治
の
特
許
分
類 

順位 件数 

『自明治18年至明治25年特許
公報目録』 

◆印行 明治26年12月農商務省特許局 
◆分類 １類―35類 
◆書誌事項：種名、特許名稱(称)、特許番號(号)、発明者姓名 

『自明治18年8月14日至明治
29年12月31日特許発明分類
表』 

◆印行 明治30年農商務省特許局 
◆分類 １類―１１２類 
◆書誌事項：特許番號(号)、種名、特許名稱(称)、特許年限、 
  管轄廰(庁)、身分職業、特許証主氏名、特許証ノ日附年月日 

『自明治37年7月至明治38年
12月特許発明分類表』 

◆印行 明治39年８月特許局 
◆分類 １類―１３６類 
◆書誌事項：「特許番號(号)、種名、特許名稱(称)、住所、 
  特許證主氏名、特許年月日、特許公報番號(号) 

『特許発明分類總目録上・下
巻』 

◆印行 明治42年３月特許局 
◆分類 １類―１３６類 
◆書誌事項：特許番號（号）、特許名稱（称）、特許年限、住所、 
  特許證主氏名、特許年月日、特許公報番號（号） 

明治時代に発行された特許公報目録 

第1章 明治の発明と特許分類 



明
治
42
年
に
印
行
さ
れ
た
『
特
許
発
明
分
類
總
目
録
上
・
下
巻
』
の
冒
頭

に
記
載
さ
れ
て
い
る
“
諸
言
”に
よ
る
と
、
明
治
18
年
の
専
売
特
許
条
例
発

布
以
降
に
特
許
さ
れ
た
発
明
は
約
１
５
０
０
０
件
に
達
し
て
お
り
、
ま
た
、

特
許
公
報
の
発
行
は
特
許
発
明
の
性
質
を
世
の
中
に
知
ら
せ
、
実
業
の
発

達
を
図
り
、
権
利
侵
害
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
、
索
引
に
便
利
で

あ
る
よ
う
に
特
許
発
明
を
種
類
に
よ
っ
て
分
類
し
、
調
査
の
便
宜
を
図
る

た
め
に
特
許
発
明
分
類
表
を
６
回
編
纂
し
て
い
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
4
回
分
の
特
許
発
明
分
類
表
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
見

つ
か
っ
て
お
り
、
そ
の
他
に
２
回
分
の
特
許
発
明
分
類
表
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

前
述
の
資
料
に
よ
り
、
日
本
で
特
許
制
度
が
始
ま
っ
た
明
治
時
代
の
特
許

分
類
の
数
と
名
称
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
許
分
類
の
数
は
明
治
時

代
を
通
し
て
35
分
類
か
ら
１
１
２
分
類
、
１
３
６
分
類
へ
と
約
４
倍
に
ま
で

増
え
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
35
分
類
の
「
農
事
用
機
」
と
い
う
分
類
項
目

を
見
る
と
、
犂
な
ど
の
農
具
と
桑
扱
器
や
養
蚕
の
た
め
の
器
具
の
発
明
が

混
在
し
て
い
ま
す
。
１
１
２
類
に
な
る
と
「
農
業
並
び
に
園
芸
用
機
械
、
器

具
及
び
装
置
」
の
他
に
「
養
蚕
用
の
機
械
や
器
具
、
装
置
」
と
い
う
新
た
な

分
類
項
目
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
養
蚕
に
関
す
る
発
明
の
増
加

を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
35
分
類
で
は
電
気
に
関
す
る
発
明
は
「
電

磁
機
及
信
号
機
報
知
機
受
取
器
」
に
数
件
含
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
し
た
が
、

１
１
２
分
類
に
な
る
と
「発
電
並
に
電
動
力
に
関
す
る
機
械
、
器
具
、
装
置

及
方
法
」
、
「送
電
並
に
電
気
分
配
に
関
す
る
器
具
、
装
置
方
法
及
材
料
」
、

「
電
信
電
話
並
に
電
気
通
信
に
関
す
る
機
械
器
具
装
置
及
方
法
」な
ど
電

気
に
関
わ
る
新
た
な
分
類
項
目
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

分
類
項
目
の
変
遷
を
見
渡
す
こ
と
は
、
日
本
が
た
ど
っ
て
き
た
近
代
化
の

過
程
を
俯
瞰
的
に
と
ら
え
る
手
が
か
り
の
一
つ
に
な
り
そ
う
で
す
。
明
治

時
代
に
生
ま
れ
た
全
発
明
は
約
２
万
件
に
及
び
ま
す
が
、
特
許
分
類
で
見

る
と
「織
機
及
織
方
」が
約
７
０
０
件
で
一
番
多
く
表
れ
て
い
ま
す
。 

 

明
治
の
発
明
を
通
し
て
、
近
代
化
へ
向
か
う
人
々
の
と
り
く
み
を
「
地
域
」

か
ら
見
て
い
く
本
書
で
は
、
明
治
時
代
に
生
ま
れ
た
各
地
域
の
特
許
明
細

書
を
、
特
許
分
類
別
に
時
系
列
に
収
録
し
て
い
ま
す
。
地
域
性
は
特
許
分

類
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
に
よ
り
、
明
治
時
代

の
全
発
明
に
つ
い
て
特
許
分
類
ラ
ン
キ
ン
グ
や
、
明
治
時
代
の
地
域
別
の
特

許
分
類
ラ
ン
キ
ン
グ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
日
本
全
体
と
地
域
を
対
比
し

て
見
る
こ
と
で
地
域
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
本
資
料
に
綴
じ
込
ん
で
い
る
具
体
的
な
特
許
明
細
書
を
詳
細
に
見
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
俯
瞰
的
な
視
点
か
ら
は
見
え
て
こ
な
い
個
々
の
具
体

的
な
取
り
組
み
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
様
々
な
視
点
か
ら
特

許
情
報
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

第1章 明治の発明と特許分類 



  

第1章 明治の発明と特許分類 

明治の特許 都道府県件数ランキング 

順位 都道府県名 件数 

1  東京 4,300件 

2  大阪 1,704件 

3  兵庫 508件 

4  京都 495件 

5  愛知 474件 

6  静岡 333件 

7  神奈川 332件 

8  広島 314件 

9  長野 291件 

10  福岡 264件 

11  岡山 254件 

12  新潟 195件 

13  三重 178件 

14  岐阜 127件 

15  埼玉 124件 

16  千葉 110件 

17  北海道 107件 

18  山形 102件 

19  栃木 99件 

20  福島 97件 

21  奈良 96件 

22  長崎 95件 

23  佐賀 92件 

24  群馬 86件 

25  愛媛 82件 

26  山口 79件 

26  石川 79件 

26  和歌山 79件 

29  福井 78件 

30  茨城 67件 

30  富山 67件 

32  滋賀 63件 

33  鳥取 62件 

33  徳島 62件 

35  山梨 60件 

36  熊本 58件 

37  宮城 57件 

37  香川 57件 

39  島根 55件 

40  大分 53件 

41  高知 51件 

42  岩手 40件 

43  秋田 33件 

44  青森 27件 

45  鹿児島 26件 

46  宮崎 10件 

47  沖縄 3件 

明治の特許 都道府県シェア 

   
明
治
時
代
に
発
行
さ
れ
た
特
許
明
細
書
（約
２
万
２
千
件
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
発
明
者
ま
た

は
特
許
権
者
の
住
所
を
調
べ
、
都
道
府
県
別
に
整
理
し
ま
し
た
。
明
治
時
代
の
特
許
の
都
道
府

県
別
ラ
ン
キ
ン
グ
及
び
シ
ェ
ア
は
左
記
・
下
記
の
通
り
で
す
。
発
明
者
ま
た
は
特
許
権
者
の
住
所

が
、
大
都
市
で
あ
る
東
京
と
大
阪
に
な
っ
て
い
る
発
明
は
、
明
治
全
体
約
２
万
２
千
件
の
う
ち

約
６
千
件
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。 

 ※

一
件
の
発
明
の
中
で
、
発
明
者
ま
た
は
特
許
権
者
が
複
数
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
複
数
カ
ウ

ン
ト
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
許
明
細
書
に
発
明
者
ま
た
は
特
許
権
者
の
住
所
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

明
細
書
が
約
７
千
件
あ
り
ま
す
。
本
書
は
、
特
許
明
細
書
の
記
載
に
基
づ
い
て
件
数
を
集
計
し
て
い
ま

す
の
で
、
特
許
明
細
に
記
載
が
な
い
場
合
に
は
件
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
ま
せ
ん
。 

明
治
の
特
許 

都
道
府
県
ラ
ン
キ
ン
グ 



  

明治の特許 特許分類ランキング 

順位 都道府県名 件数 

1 織機及織方 774件 

2 諸製造機 722件 

3 農具 535件 

4 銃砲及弓弩 519件 

5 百工用具 484件 

6 點燈具 467件 

7 車両 452件 

8 機構及傅動装置 403件 

9 測定器 386件 

10 文具 349件 

11 その他 11,249件 

明治の特許 特許分類シェア 

第1章 明治の発明と特許分類 

   
明
治
時
代
に
発
行
さ
れ
た
特
許
明
細
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
特
許
分
類
を
調
べ
て
整
理
し
ま

し
た
。
明
治
時
代
の
特
許
の
特
許
分
類
ラ
ン
キ
ン
グ
及
び
特
許
分
類
シ
ェ
ア
は
下
記
の
通
り
で

す
。
当
時
の
主
要
産
業
で
あ
る
織
物
や
農
具
に
関
す
る
特
許
分
類
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
明
治
時
代
の
特
許
全
体
の
特
許
分
類
ラ
ン
キ
ン
グ
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

 ※

特
許
明
細
書
に
特
許
分
類
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
明
細
書
（
約
６
千
件
）
が
あ
り
ま
す
。
本
書
は
、
特

許
明
細
書
の
記
載
に
基
づ
い
て
件
数
を
集
計
し
て
い
ま
す
の
で
、
特
許
明
細
に
記
載
が
な
い
場
合
に
は
件

数
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
ま
せ
ん
。 

※

明
治
時
代
の
特
許
分
類
表
の
詳
細
は
、
巻
末
の
参
考
情
報
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

明
治
の
特
許 

特
許
分
類
ラ
ン
キ
ン
グ 



各
県
の
明
治
の
古
特
許
を
デ
ー
タ
で
紹
介
し
ま
す
。 

特
許
件
数
や
時
系
列
の
件
数
推
移
、
特
許
分
類
ラ
ン
キ
ン
グ

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
古
特
許
の
出
願
傾
向
か
ら
、
地
域
の
特

性
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。 

 ※

本
書
は
、
特
許
明
細
書
の
記
載
に
基
づ
い
て
件
数
を
集
計

し
て
い
ま
す
の
で
、
特
許
明
細
に
記
載
が
な
い
も
の
は
「
そ
の

他
及
び
分
類
記
載
な
し
」に
含
め
て
い
ま
す
。 

 
  

第

2
章 

 
京
都
府
の
古
特
許 



明治に京都府で生まれた特許の件数 

第2章 京都府の古特許 

   
明
治
時
代
に
京
都
府
で
生
ま
れ
た
特
許
件
数
は
４
８
８
件
で
す
。
特
許
明
細
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
特
許
日
を
調
べ
て
特
許
件
数
の
推
移
を
時
系
列
に
整
理
し
ま
し
た
。
明
治
33
年
か
ら

明
治
38
年
ま
で
の
特
許
件
数
が
空
白
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
後
の
明
治
39

年
以
後
に
特
許
件
数
が
急
増
し
て
い
ま
す
。 

 ※

特
許
明
細
書
に
は
、
特
許
が
出
願
さ
れ
た
日
（
出
願
日
）
と
特
許
に
な
っ
た
日
（
特
許
日
）
の
二
種
類

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
書
は
、
特
許
明
細
書
の
記
載
に
基
づ
い
て
件
数
を
集
計
し
て
い
ま
す
の
で
、

特
許
明
細
に
記
載
が
な
い
場
合
に
は
件
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
ま
せ
ん
。 

京
都
府
の
古
特
許 

特
許
件
数
推
移 
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各
県
の
古
特
許
を
、
特
許
分
類
別
、
公
報
番
号
順
に
掲
載
し

ま
す
。
旧
字
カ
タ
カ
ナ
混
じ
り
の
特
許
明
細
書
や
、
大
胆
で
活

き
活
き
と
し
た
特
許
図
面
か
ら
、
明
治
の
発
明
者
の
考
え
方

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 ※

特
許
分
類
が
付
与
さ
れ
て
い
な
い
特
許
明
細
書
は
、
最
後

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 
  

第

３
章 

 
資
料
編 



「明細書」を全文
掲載しています 





全図掲載しています 



  

掲
載
し
た
特
許
情
報 

明
治
時
代
に
発
行
さ
れ
た
特
許
明
細
書
の
う
ち
、
発
明
者
ま
た
は
特
許
権
者
の
住
所
が
京
都
府
に
な
っ
て
い
る
特
許
明
細
書
は
４
８
８
件
で
す
。
第
１
巻
で
は
、
第
１
類
か
ら
第
25
類
ま
で

の
87
件
を
収
録
し
て
い
ま
す
。 

参考情報 

参
考
情
報 

特許 
番号 

類 特許分類 発明の名称 特許権者 
特許権者 
（発明者） 

発明者 名前のみ 

2129 1 測定器 權衡 
宮澤磯六，橋本
林松，江口美盛 

15720 1 測定器 定量器 
岩井時次
郎，杉本善
郎 

17867 1 測定器 上皿天秤 
合名會社白井
度量衡器製作
所 

廣瀬恒吉 

19534 1 測定器 衡器 
合名會社白井
度量衡器製作
所 

廣瀬恒吉 

20064 1 測定器 液量器 
高田政久，
松尾健治 

21761 4 
瓦斯及油発
動機 

發動機用「バル
ブ」機構 

佐藤淸助 佐藤淸吉 

19582 5 
蒸汽鑵及蒸
汽発生器 

汽鑵給水加熱器 横田末次郎 

11466 8 
機構及傅動
装置 

十字型溝螺旋鋲 野口保 

18542 8 
機構及傅動
装置 

吉川式調帶革 吉川吉之助 

13055 9 
喞筒及揚水
機 

揚水機 
平原猪治，
平林ユリ 

14978 9 
喞筒及揚水
機 

排氣機 島津源藏 

18690 9 
喞筒及揚水
機 

消防喞筒 河野利兵衛 
矢島傳三
郎 

2176 11 養蠶用具 蠶種貯蔵器 園田國三郎 

11551 11 養蠶用具 貯桑器 桐村藤吉 

18867 11 養蠶用具 蠟引紙製枠 大島直七 

12596 12 製絲機 
賢治式柞蠶繰糸
装置 

高田安藏 

13295 12 製絲機 絲條太細撿度器 
明石大治
郎 

14653 12 製絲機 粘着防止繅絲法 坂根淸一 

21072 13 農具 
西野式左右互用
犂 

西野伊之助 

13545 16 牧畜用具 搾乳摺收受器 
中島鐵三
郎 

14114 16 牧畜用具 乳房防菌袋 
中島鐵三
郎 

11531 17 脱稃機 籾摺機 西村幸吉 

20922 17 脱稃機 兼用麥摺器 疋田辰治郎 

2355 18 精穀機 精穀機 小笹庄三郎 

15466 18 精穀機 球力自働精米機 
村上辮之
助 

16617 18 精穀機 精米機 佐竹音松 

19390 18 精穀機 精米機 
合資會社粟辻
商店 

北川淸藏 

2714 19 製粉機 粉挽機 小笹庄三郎 

819 20 繊維取扱機 梳條機 
菅龍貫，尼子淨
薫 
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